
 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが自信をもって、 

社会に出られるように 

校長 河野 佳子 

 

元木小学校では、もとキッズタイムなどの異学年交流

を行っています。もとキッズタイムは、６年生が自分たちで

考え、計画し、リーダーとして１～６年生までが楽しく活動

できるようにする時間です。 

 

６年生はとても立派です。しかし、６年生は、急に立派

になったわけではありません。 

１年生の時、３学期には、保育園や幼稚園生に、小学

校のことを教えました。 

２年生では、学校探検や遠足で１年生のお世話をしま

した。 

３年生では、小田野中央公園で、花の種や苗を植えて、

公園づくりを手伝いました。 

４年生では、山登りで、３年生を励まし、運動会では、

ソーラン節を教えました。 

５年生では、２年生の体力調査を手伝い、委員会活動

が始まりました。トイレットペーパーを準備したり全校朝

会の教室に戻る曲を演奏したり、それぞれの委員会で

元木小みんなのために活動していました。 

そして、６年生。入学式の準備をして、１年生の朝の支

度を手伝い、いつも１年生を助けています。６年生全員

で順番に、朝会の時、挨拶をしています。「熱中症に気を

付けましょう」など、みんなに生活のアドバイスもします。

毎日、元木小の校旗をあげているのも６年生です。校旗

がいつも空にはためいて、元木小みんなの活動を見守

ってくれるようにです。こうして、子どもたちは、小学校６

年間、様々な場面で経験を積んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが実際に経験し、試行錯誤を重ねるなか

で培われる力（地域のまちづくりの会・保育園・農家な

ど地域の方々のお力をお借りして）。子ども同士の話し

合いや協力を通して育まれる力は、子どもたちが社会に

出て生きいていく重要な力となります。目標を達成する

力、他者と協力する力、感情をコントロールする力、主体

的に課題を解決しようとする力、よりよい生活を築こうと

する姿勢などです。 

日々の学校生活そのものが学びの場であり、悩んだり

困ったりすることが学びです。生きる基盤を育てる体験

を積み重ねていくことが大切と考えています。これからも

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 
元木小だより 

学校・保護者・地域の方々の連携による「チーム元木」で「笑顔があふれる学校」に～共育・協育、今日行く 

令和７年６月 30 日【７月号】 八王子市立元木小学校 校長  河野 佳子 

 
★Home＆Schoolにつきまして ★ 

 Home＆School での配信内容につきまして、ご

覧いただけていますでしょうか。未読率がけっこう

高いことがあります。お手数ですが、配信のメッセー 

ジやおたより等は目を通して（既読）いただきますよ

う、ご協力をお願いいたします。 

Home＆School トップ画面の右上に

あります 「三」→「共通設定」→「通知受

信設定」をONにしていただきますと、

未読の心配が減らせるかと思います。

設定をお願いいたします。 

元木小学校 校旗 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の小さな変化を見逃さないために】 

いじめの予防・早期発見及び、児童の不安感を見逃

さないように、年３回ふれあい月間として「いじめア

ンケート」を実施しています。第１回目を１学期中に

実施して、担任による聞き取りも行います。ご家庭で

気になることがございましたら「子ども見守りシー

ト」にご記入いただき担任へご提出ください。（今現

在、特になければ提出の必要はありません。今後、少

しでも気になることが出てきましたら、随時、御提出

ください。）（見守りシートは学校 HPからダウンロー

ドできます。） 

【令和７年度学校評価について】 

今年度も７月と１２月に学校評価をおこな

ってまいります。対象は、児童、保護者、地域

の方々、教員となっております。 

前期は７月１日（火）から７月７日（月）ま

でです。ホーム＆スクールでグーグルフォーム

の URL を配信しますので、ご協力をお願いい

たします。 

 

【夏季休業中の学校図書館の開放について】 

 今年度は、夏季休業中の学校図書館の開放が

ありません。１学期末に一人３冊まで本の貸出

を行いますので、夏休み中の読書に活用くださ

い。 

また、電子書籍や公共の図書館を利用し、多くの

本にふれていただければと思います。 

【学校への電話連絡に関するお願い】 

教職員の勤務時間は、８時１５分から１６時４５分

までとなっております。 教職員のライフワークバラン

ス推進に向けて、以下の点にご理解・ご協力をお願

いいたします。 

 

● 電話の対応時間は、７：５０～１７：３０とさせて 

いただきます。 

（時間外でも呼び出し音は鳴ります） 

 

  ● (土)(日)(祝)などの学校の休業日は、電話 

対応はいたしません。お電話いただいても 

取ることはできかねます。 

 

  ● 学校から緊急でお伝えしなくてはならない 

ことがある場合、１７：００以降に学校から 

連絡させていただく可能性があります。 

 

● 欠席連絡は、Home&Schoolのアプリを 

ご活用ください。また、欠席連絡以外のお知 

らせごとも、欠席連絡の欄からご記入いただ 

けますので、ご活用ください。 

【5年生八ヶ岳移動教室】 

 

 天気に恵まれた中で実施した八ヶ岳移動教室は、す

べて予定通りに活動することができました。２日間の

活動を紹介します。 

① 「支え合って登り切った入笠山登山」 

入笠山の登山では、グループごとに約 10分間 ゴ

ンドラに乗り、約 1700ｍまで一気に上がりました。

そこからは山頂（1955m）を目指して力強く歩きま

した。険しい道も友だちと声を掛け合い、助け合って

登る姿はとても立派でした。山頂に着いた瞬間の子ど

もたちの表情には達成感があふれていました。 

②  「心に炎をキャンプファイヤー」 

ほとんどの子どもにとって人生初となるキャンプフ

ァイヤーは、火の子と火の神（校長先生）による点火

式でスタートしました。高く舞い上がる炎やみんなで

交流するゲームを通して子どもたちの盛り上がりも最

高潮に達しました。最後は小さくなった炎をみんなで

見つめ、未来に向けて「決意の火」を心に灯して終了

しました。 

③ 「チームワークで最高の準備！部屋の整理」 

この移動教室で子どもたちのチームワークが発揮さ

れたのが「部屋の片付け」です。退室時の厳しいチェ

ックに備え、自分のことはもちろん友だちのことにも

気を配り、みんなが同じように、前日の夜の時点で自

分の荷物をきちんとまとめ、事前の準備がしっかりで

きました。そして次の日の起床後、「朝の集い」まで

の勝負の 1時間で、それぞれの係の仕事に責任をもっ

て取り組み、部屋の片付けを完璧にしました。その結

果、全部の部屋が厳しい退室チェックを一発合格しま

した。 

 

自分一人では小さなことでも、協力することで大き

なことを成し遂げることができるということに気付く

ことができた 2日間でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～車での来校禁止について～（再掲） 
本校は、原則、車での来校は禁止しております。 

（駐車許可が出ている、及びやむを得ない遅刻・早退の送迎の場合などを除く。） 

 
児童の登下校の時間帯に、青門より駐車場に進入、または赤門近辺での自動車の駐停車が多く見られます。 

それに伴い、駐車場の出入りや道路上の駐停車のために児童が道路にはみ出て歩行せざるを得ないケースなど

が生じています。 

もし、やむを得ない事情で登下校において車で送迎する必要がある場合は、下図の場所でドロップやピックアッ

プをお願いします。登下校の時間に限らず、本校駐車場は各種業者の車両、駐車契約をしている教職員の車両、

小津地区へのバス、社会科見学等の大型観光バスが乗り入れることがあり大変危険です。子どもたちの安全確

保のためにご協力をお願いします。 

【学校周辺で自動車の駐停車をする場合】 

子供たちの安全確保のため、 

〇校舎北側道路を赤門の先まで進み 

〇図の矢印の区間に進行方向で校舎側に寄せて 

の 乗 降 に ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

 

 駐停車は校舎側にしてください。 

フェンス側の駐停車はご遠慮ください。 

乗降の際は、周囲に十分気を付けてください。 

門の前での駐停車は大変危険です。 

 

校舎 


